
○ 連携中枢都市連絡会議（平成28年8月18日開催）において、総務省より各圏域に対し、平成28年度中

に、各圏域の特性を踏まえ、施策や事業に応じて成果指標（KPI）を設定するよう要請。

○ 各圏域において、産学金官民を構成員とする「連携中枢都市圏ビジョン懇談会」等における議論を

経て、「連携中枢都市圏ビジョン」に各圏域の特性を踏まえた成果指標（KPI）を設定する予定。

○ 施策や事業の成果を検証する際に成果指標（KPI）や当該懇談会等を活用し、検証の妥当性・客観性

を確保。

連携中枢都市圏における成果指標（KPI）の設定について

平成28年度 平成29年度～

総務省

各圏域

【各圏域における施策や事業の検証】

【参考】経済財政運営と改革の基本方針2016 ～600兆円経済への道筋～（平成28年６月２日閣議決定）

第３章 経済・財政一体改革の推進
５．主要分野ごとの改革の取組
（３）地方行財政改革・分野横断的な課題
④広域化・共同化などの地方行政分野における改革

連携中枢都市圏、定住自立圏については、各圏域において、その特性を踏まえ、社会人口増減などの適切な指標の設定を含め成果
を検証する仕組みを本年度構築し、結果を明らかにするよう促す。

【成果指標（KPI）の設定等のスケジュール】

連携中枢都市連絡会議で成果
指標（KPI）の設定を要請（８月）

「連携中枢都市圏ビジョン
懇談会」等における議論

「連携中枢都市圏ビジョン」
に各圏域の特性を踏まえた
成果指標（KPI）を設定

圏域において成果を検証し、
必要に応じて「連携中枢都市
圏ビジョン」を改定

各圏域の成果指標（KPI）の設定
状況を把握
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○ 定住自立圏における成果指標（ＫＰＩ）の設定については、４月より外部有識者との検討会※を開催し、検討中。

※ 「定住自立圏構想における基本問題検討ワーキンググループ」（座長：辻琢也 一橋大学大学院教授）

○ この検討結果を踏まえ、９月中を目途に、各圏域に対し、平成28年度中に、各圏域の特性、施策や事業に応
じて成果指標（ＫＰＩ）を設定するよう要請する予定。

【要請の方向性】

・各圏域において、民間や地域の関係者を構成員とする「圏域共生ビジョン懇談会」における議論を経て、「定住自立圏共生ビ
ジョン」に各圏域の特性を踏まえた成果指標（ＫＰＩ）を設定すること。
・施策や事業の成果を検証する際に成果指標（ＫＰＩ）や当該懇談会等を活用し、検証の客観性・妥当性を確保すること。

定住自立圏における成果指標（ＫＰＩ）の設定について

平成28年度 平成29年度～

総務省

各圏域

「圏域共生ビジョン懇談
会」における議論

「定住自立圏共生ビジョン」に各圏域の
特性を踏まえた成果指標（KPI）を設定

圏域において成果を検証し、必要に応じて
「定住自立圏共生ビジョン」を改定

各圏域の成果指標（KPI）の設定状況を把握

【参考】経済財政運営と改革の基本方針2016 ～600兆円経済への道筋～（平成28年６月２日閣議決定）

第３章 経済・財政一体改革の推進
５．主要分野ごとの改革の取組
（３）地方行財政改革・分野横断的な課題
④広域化・共同化などの地方行政分野における改革
連携中枢都市圏、定住自立圏については、各圏域において、その特性を踏まえ、社会人口増減などの適切な指標の設定を含め成果
を検証する仕組みを本年度構築し、結果を明らかにするよう促す。

外部有識者との
検討会（４月～）

各圏域に成果指標（ＫＰＩ）の設定を
要請（９月中目途）


